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研修構造図 
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教材１ 研修の枠組みを示した教材 

教材の使用方法 

  本教材は、CINGA 日本語学習支援者に対する研修カリキュラム開発事業報告書に付随するものです。報告書と合

わせてご覧ください。本教材は今後日本語学習支援者研修を実施する地域の担当者やコーディネーターなどが、研修

の設計を学ぶための教材です。以下に、まず各教材の内容と使用する際の留意点を述べます。本教材をご使用になる

方は、まずこちらをお読みください。 

 

●教材1-1 「研修各回の流れ」 p.7 

 本報告書に掲載している各回の研修は、実際に２年間の事業で取り組んだ内容・方法をまとめたものです。２年間

の取り組みを通して徐々に洗練されていったものの集大成と言えます。各回の研修の流れを見るときの留意点として、

以下の点をあげたいと思います。 

 

1）各回の目的をまず確認した上で、個別の活動が目的達成のためにどのように行われているかを把握すること 

 それぞれの活動は目的達成のためにデザインされています。各研修を各地で援用する場合は、目的と地域特性

に照らして代替案を検討する必要があります。活動の表面的な流れで判断しないことが重要です。 

2）1 回の研修の流れだけでなく、5 回分全体の流れにも目を向けること 

 地域における学習支援者研修では、時として、全体の設計が十分に考慮されていないことがあります。地域に

よっては、参加者がばらつくので 1 回完結型でと考えるところもあるでしょう。1 回で内容が完結することは大

事ですが、それと同時に、1 回 1 回の積み重ねが、全体として何を目指すのかという大きな流れも忘れてはなり

ません。 

3）各回のはじめと終わりの活動に十分に目配りをしてその意味を考えること 

 各会の研修を援用する場合、目につくのはいわゆる「ボディ」の部分、つまり、研修のメインの活動（に見え

る）部分です。しかしながら、私たちの研修は、ボディ以外の部分、研修開始時と終了時の取り組みにも重要な学

びの契機として「ふりかえり」の機会を盛り込んでいます。この「ふりかえり」を削除してしまうと、これらの研

修の効果は半減し、意味はほとんどなくなります。 

 

 本教材は、各回研修を「時間」「内容」「活動形式」「講師の意図」「ARCS モデルによる分析」という各項目で説明

しています。 

＜時間＞ 

 当該の研修で何に何分費やしているかの目安です。実際には参加者の状況によって弾力的に行います。時間配分を

見るとわかるとおり、一つ一つの活動を比較的短く区切っています。これは意図的に行なっているものです。人の集

中力はそんなに長時間続くものではありません。また、一つ一つの活動の時間を短くすることで、短時間で最大限の

集中力を引き出すという効果もあります。よくある「エラい先生の 90 分の講義」みたいなものは、学習効果として

は高くありません（学んだ「つもり」になりますが、実際には学習があまり起きません）。また、参加者が「講義を長

時間聞きたい」というかもしれませんが、そういうタイプの参加者は、対話的活動が中心となる日本語学習支援には

向いていません。時間と労力（とお金）を有効に使い、研修を通して地域の支援活動の質を高めるには、長時間の講

義を行うような研修は、避けることが望ましいと思います。さまざまなオトナの事情で、どうしても講義が必要な場

合は、zoom 等でしゃべっているものを録画して YouTube 等にアップし、参加者が都合の良い時に見ておくように
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指示すればよいと思います（旅費交通費も節約できますし経年で使えます）。 

 

＜内容＞ 

 大項目と中項目がありますが、大項目はどこで研修を実施してもあまり変わらない内容だと捉えるとよいと思いま

す。一方で、中項目は具体化されたものですので、地域の実情に応じて入れ替え可能な部分だと考えて問題ありませ

ん。 

 

＜活動形式＞ 

 全体的な傾向としては、最初と最後に講義が入り、真ん中がグループワーク等の活動というパターンになっていま

す。最初に講義を入れるのは、その回の研修で何をやるのかを参加者が十分に理解して、各自が見通しを持ってその

後の活動に取り組むことができるようにするためです。最後の講義は、その日の内容を講師が専門的な見地からわか

りやすくまとめて整理するために入れています。この最後の講義部分は、カタカナ語で「ラップアップ 」と言うこと

もできます。今日の講座でやったことを参加者のみなさんが持ち帰ってさらに学びを深めていくために「お土産とし

てエッセンスを包む」という意味があります。ですから、最後の講義で新たな知識がたくさん出てくるのは適切では

ない場合が多いと思います。各自がまとめる手助けです。グループワークの人数などは、研修実施地の環境に左右さ

れると思いますが、全員の関与を高めるためには、3 人から5 人ぐらいが理想的だと思います。 

 活動形式に応じて、場の設定、机や椅子の配置を変えることも重要です。講義の時は机も椅子も前向きで体も正面

を向いていること。グループワークやディスカッションの時には、机も椅子もグループ型（島型）にしてお互いに正

対できるような工夫が必要です。ちょっとしたことですが、学習効果や議論の深まりに大きな影響を与えます。会場

の制約によって机や椅子を動かすのに時間がかかる場合は、休憩時間をうまくつかって配置換えをする、会場を二つ

の場所に区切って、講義型とワーク型で移動するなどで対応することもできると思います。 

 グループワークやディスカッションを行う際には、やっていることを文字にして記録することも重要です。研修全

体を通してふりかえりを行う際にも貴重なリソースになります。 

 

 

＜講師の意図＞ 

 ここでは、本研修に携わった講師が、どのような意図を持ってこの活動を行なったのかについて記載しています。

このとおりに進める場合もあるでしょうし、同じ活動でも意図が異なること、同じ意図でも活動が異なることなど、

各地域の実情に応じて考えていく必要があります。 
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＜ARCS モデルによる分析＞ 

 インストラクショナル・デザインという専門分野があります。学びの質を上げるためにどのような仕掛けを考えれ

ばよいかということについて、実証的に研究している学問分野です。ARCS モデルとは、そのインストラクショナル・

デザインの考え方の一つで、人々の学びの意欲を高め、学習の質を上げる際に必要となる要素をまとめたものです。 

 

 ARCS とはAttention（注意）、Relevance（関係性）、Confidence（自信）、Satisfaction（満足感）それぞれの頭文

字から名付けられています。 

 これら4 つの要素がさらに下位分類されて以下のようになっています。 

 

 A：Attention（注意）…おもしろそうだと思う仕掛け 

 A-1 知覚的喚起（Perceptual Arousal）楽しそうだと思える 

 A-2 探究心の喚起（Inquiry Arousal）「なぜ」や好奇心を喚起する 

 A-3 変化性（Variability）全体像を示す、マンネリを避ける 

 R：Relevance（関連性）…やりがいがありそうだと思う仕掛け 

 R-1 親しみやすさ（Familiarity）得意分野や興味関心に近い 

 R-2 目的指向性（Goal Orientation）積極的取り組み促進、目標達成の意味を明示 

 R-3 動機との一致（Motive Matching）得意でやりやすい方法 

 C：Confidence（自信）…やればできそうだと思う仕掛け 

 C-1 学習要求（Learning Requirement）ゴールの明確化 

 C-2 成功の機会（Success Opportunities）進歩を実感、練習の場 

 C-3 コントロールの個人化（Personal Control）自分でコントロール 

 S：Satisfaction（満足感）…やってよかったと思う仕掛け 

 S-1 自然な結果（Natural Consequences）やったことの意味を感じられる 

 S-2 肯定的な結果（Positive Consequences）ほめられる 

 S-3 公平さ（Equity）正当に評価される 

 

 今回の教材では、各回の各活動をこのARCS モデルで分析・分類してみました。私たちも初めての試みで、この分

析・分類の妥当性は引き続き検証される必要がありますが、参考になればと思い掲載しています。インストラクショ

ナル・デザインについては、鈴木（2016）などを参考にするとよいと思います。 

 

鈴木克明監修（2016）『インストラクショナルデザインの道具箱101』北大路書房 
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1-1 研修各回の流れ 
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教材２ 研修使用教材の例 

教材の使用方法 

● 教材2-1  学習項目シート  p.15 

 本教材は、目標設定と自己評価のために用います。研修の目標は「資質・能力」1の向上ですが、その目標を研修参

加者に明示するため、本シートを作成しました。「資質・能力」の各項目の表現をより易しく親しみやすいキーワード

に書き換えました。そして、参加者にとって違いが伝わりにくい表現については、統合しました。研修の開始時に、

本研修の目標を示すために使用し、終了時には各項目についての自身の捉え方やその変化を、自己評価してもらうた

めに使用します。 

 シート内、ハートの中にある項目は「資質・能力」の「態度」に該当するものです。「資質・能力」のすべての項目

はこれを基盤とするものです。人が手に持つ円の中にある項目は「技術」に該当します。「技術」も「態度」あってこ

そのものです。そして、人の周りに散りばめられている項目は「知識」です。「態度」を育むためには「知識」も大切

なものと考えられます。また、「資質・能力」に示されている項目以外に、2018 年度の研修実施の中で参加者のふり

かえりから多く上がっていた「個の文化への視点」と本研修の目指すところである「住民相互の協力による地域づく

り」を追加しました。 

 研修内では、本シートを初回に配布するほか、壁一面に項目を貼り出しておき、関心がある項目にシールを貼りま

した。評価の際は、このシートをもとに作成したカード（教材2-2）を使用しました。 

    

 

● 教材2-2  学習項目カード  p.16 

 本教材は教材 2-1 のシートに書かれた学習項目をカード一枚ごとにしたものです。カードに書いてあるマークは、

それぞれ「資質・能力」の「知識」「技術」「態度」を表しています。 

 研修内では、このカードを最終回に使用しました。この研修で学んだことは何か、大切だと思うことは何か、カー

ドを使って自らの学びをふりかえり、グループ単位で研修をふりかえりました。 

 

 

● 教材2-3 ふりかえりシート p.18 

 本教材は、研修参加者自身が学習目標を意識化し、自身の学びを評価できるよう、方法を検討し、作成したもので

す。 

 本ふりかえりシートは２段階の構成になっています。ふりかえりを記入する際、いきなり文章を書くよりもまず評

価項目のスケールを用いてその回の内容がどうだったか大雑把な評価をすることから、ふりかえりを始めてもらうと

いう意図があります。 

 評価項目のスケールは、研修実施者が参加者の理解度を測るものではなく、参加者自身が自分にとって研修内容が

どうであったかを評価するものです。また、本研修のユーザーとしての参加者に、商品としての研修を評価してもら

 

1 文化庁審議会国語分科会「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改訂版」,p.34 表11「日本語学

習支援者に望まれる資質・能力」 
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うものでもあります。 

 表面、「気づいたこと、感じたこと」「よくわからなかったこと、疑問点など」は研修の内容について参加者が感じ

たことや疑問を言語化するため、そして研修実施者とのインタラクションのためのものです。 

 裏面の「本日のあなたのキーワード」はその回の内容について、自分にとって「キーワード」だと感じたことを表

してもらいました。同じ研修に参加しても、人によって心に残るポイントは違います。自分の心に残ったポイントは

なんだろうと考えることが、ふりかえりとなります。 

 また、「次回までの自分への宿題」は、その回の学びを受けて実際にアクションを起こすための第一歩を自分自身

で決めるためのものです。本研修ではただ受動的に講師の話を「聞く」だけではなく、同じ参加者同士との対話や体

験を通して学ぶこと、そして学んだことを自らの行動に移すことを重視しました。この「自分への宿題」もその日に

学んだこと・感じたことの中から、次回の研修までにすることを「自らが決め、行動すること」に意味があります。

これは、「日本語学習者の自律的な学びをサポートする」ために自律的な学びを学習支援者が経験する仕掛けともな

っています。 

 裏面下半分の「自分で決めたうちのできたこと」「やってみて思ったこと、感じたこと」は、上記の宿題を書いた次

の回の冒頭で使用しました。自ら決めた宿題についてふりかえり、自己評価するとともに、個々のアクション結果を

他者と共有する仕組みです。 

  

● 教材2-4 各回研修使用教材例  p.20 

 本教材は、研修各回で講師が使用した資料をもととして、作成されたものです。教材１「研修各回の流れ」と合わ

せて見ることで、講師が各回の目的達成のために、どのような意図で何をし、参加者に何を紹介したのかがわかるよ

うになっています。 

 ですが、このまま研修各回で使用することを想定したものではありませんので、あくまでも、各回における活動や、

事例紹介の例を示したものとしてお考えください。「なんだ、そのまま使えないのか」とお思いになる方もいらっし

ゃるかもしれませんが、一つの教材がそのまま各地で使われるようになることは、私たちの意図するところではあり

ません。各地で各講師が使う教材や紹介する事例は、「その時、その場所だからこそ」「その講師だからこそ」使うも

の、伝えるものであることに意味があると考えるからです。 

 講師として該当回を担当しようとしたときに、自分だったらどのような活動をもってその回の目的を達成するか、

どのような事例を紹介し参加者にどのように考えてもらうかを、考える際の参考としてお使いいただくための教材で

す。 
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2-1 学習項目シート 
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2-2 学習項目カード 
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2-3 ふりかえりシート 
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2-4 研修各回使用教材例 

  第1 回 前半「学習者の背景理解」 
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第1 回 前半「学習者の背景理解」 

第1 回 前半 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1 回 前半 
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 第1回 前半 
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 第１回 後半「文化とは、多文化とは、多文化共生とは」 
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第1 回 前半 
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第1 回 前半 
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 第2 回 「相互理解のためのコミュニケーションの基礎」 前半「やさしい日本語」 
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第2 回 前半 
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第2 回 前半 
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第2 回 「相互理解のためのコミュニケーションの基礎」 後半「聴く・待つ」 
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第2 回 後半 

 

 

第3 回 「市民活動としての学習支援の方法とコミュニケーションのための日本語の特徴」 
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第3 回 「市民活動としての学習支援の方法とコミュニケーションのための日本語の特徴」  
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第3 回 
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第3 回 
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第3 回 
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第3 回 
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第４回 「相互理解を深めるための地域日本語教室の実践」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 37 

第4 回 
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第4 回 
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第4 回 
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第５回 「コミュニケーション・相互理解・日本語学習支援と「多文化共生の地域づくり」」 
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第5 回 
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